John Colet and Humanism by 大川 なつか
95
　ジョン・コレット (John Colet, 1467-1519) は、イギリス・テューダー初期に活躍したヒューマ
ニストである。聖パウロ司教座教会首席司祭 (Dean of St Paul’s Cathedral Church) だった彼は、




ていたように、既に 15 世紀より認められる 1。15 世紀半ばになると、ギリシャ研究への一層の関
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6　例えば代表的なコレット研究書には、J.H. Lupton, A Life of John Colet, D.D.,Dean of St.Paul’s, and Founder 
of St.Paul’s School, Burt Franklin,1974(1887). Frederic Seebohm,  The Oxford Reformers : John Colet, Erasmus, 







レットの敬虔さを伝えるという意図をもってその生涯を記している。Cf., Desiderius Erasmus, translated by 
R.A.B. Mynors, and annotated by Peter G. Bietenholz, Collected Works of Erasmus, Vol. 8(letter no.1211), 
Univ. of Toronto Press, 1988.( 以下、CWE と略する) その後、コレットのプロテスタント的側面から叙述した
ものにジョン・フォックスのものがある。Cf., John Foxe, ' Doctor John Colet, Dean of St. Paul's, ' in printed 
by J. Daye, The Eccesiasticall History, Conteynyng the Actes and Monumentes of Martyrs, Vol.II, book VII, 




(Mercers’ Company) の幹部であり、またロンドン市長を 2 度も務めた実力者であった。コレッ







　1492 年から 1496 年頃まで、コレットはパリ、オルレアン、ローマといったヨーロッパ大陸を





新的な教育実践を行ったヒューマニストとして高く評価した。Cf., Samuel Knight, The Life of Dr.John Colet, 
Dean of St.Paul’s in the Reigns of K.Henry VII. and K.HenryVIII. and Founder of St.Paul’s School, Oxford at the  
Clarendon Press, 1823.J.H.Lupton, op. cit. このようなヴィクトリア時代のコレット像を修正する形で出さ
れたのが、グリーソンの研究である。ここでは原始キリスト教会への回帰を求めたカトリック聖職者として
のコレット像が打ち出され、またそれまで言われてきた革新的ヒューマニストとしての側面さえも弱められ
ている。Cf., John B.Gleason, op.cit. 最近では、カトリックかプロテスタントかといった枠では捉えられない、
Church Perfection を目指したコレット像を描き出したアートルドの研究がある。Cf., Jonathan Arnold, Dean 
John Colet of St Paul’s, Humanism and Reform in Early Tudor England, I.B.Tauris, 2007.
8　1464 年から1504 年までのオックスフォードの人名記録が現存していないため、コレットがオックス
フォードで学んだのかは分かっていない。しかしトラップによれば、ポリドールはコレットがオックス
フォード及びケンブリッジの両方で学んだと記述していると述べている。Cf., J.B.Trapp, ’John Colet,’ in 
Peter G.Bietenholz and Thomas B.Deutscher(ed.), Contemporaries of Erasmus A Biographical Register of the 
Renaissance and Reformation, Vol.1, Toronto, 1985, p.324. ( 以下、J.B.Trapp, Contemporaries と略す)




10　J.B. Gleason, op.cit., p.45. ローマでコレットが宿泊していた「宿泊所(English Hispice)」には、時期を別にし
てトマス・リナカー、 後のカンタベリー大主教ウィリアム・ワーハム、 グロシンの名付け子で聖パウロ学校初
代校長ウィリアム・リリー、後のヨーク大主教クリストファー・ベインブリッジらも利用していた。




   1497 年、神学に関する学位を持っていないにも拘らず、オックスフォードにてパウロ書簡に
関する聖書解釈講義を開始する。そこでは、従来の大学のやり方にとらわれない「公開且つ無
報酬 (publice et gratis)」の形が採られた。講義は、以後 6 年余り続けられたが「中世後期のスコ
ラ神学の伝統を打ち破る」13 スタイルは、エラスムスをはじめとする当時の知識人に衝撃を与え、















始されたとされる。Cf., Sears Jayne , John Colet and Marsilio Ficino, Oxford Univ. Press, 1963, pp.81-83. しか
し、グリーソンは書簡の日付けが確かな検証もなしにジェインによって付されたもので、実際にはコレットが
イタリアにいる時、しかもフィチーノの住居からそう遠くない場所から発信されていたであろうと反論し、ま
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　オックスフォードでの聖書解釈講義では、パウロ書簡の「ローマの信徒への手紙 (Enarratio in 
Epistolam P. Pauli ad Romanos)」と「コリントの信徒への手紙 1(Enarratio in Epistolam Primam S. 
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21　CWE, Vol.1, p.235. マイルスによれば、コレットはパウロにおいて特徴的だったspirit やflesh というヘブ
ライ的用語よりも、プラトンが使用したsoul やbody といったギリシャ的用語を好んで用いていたとする。
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101
法家の仕事で、真の聖書解釈者の仕事ではない」29 と捉え、1) 字義的な判断 (literal sense)、或は
語源的判断 (etymological sense) で行う解釈、2）寓意的な判断 (allegorical sense) で行う解釈、3）
道徳的な判断 (moral sense)、或は比喩的な判断 (tropological sense) で行う解釈、4）神秘的な判
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45　コレットからリリーに宛てた書簡からもそのことがよく窺える。Cf., Foster Watson, The English Grammar 
School to 1660, Frank Cass, 1968, p.248f.
46　CWE, Vol.26, p.298.
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48　J.B.Trapp, Erasmus,Colet and More:The Early Tudor Humanists and Their Books, The British Library,1991, 
p.117.（以下、J.B.Trapp, Erasmus,Colet and More と略す）
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52　根占献一「フィチーノ」( 伊藤博明責任編集『哲学の歴史４』中央公論新社、2008 年(2007 年)、所収) p.188.
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レンツェ・ルネサンスの新思潮の下、パウロ書簡をそれまでのスコラ的方法論とは異なった態度
をもって解釈にあたり、そこにフィチーノの介して知り得た神秘的傾向を有する新プラトン主義
が認められるも、とりわけ聖パウロ学校で求められた教育の在り方を考察したことによって、他
のヒューマニストとは異なる彼自身のヒューマニズムの精神について一層明らかにすることがで
きた。
　コレットが捉えた人間とは、その自由なる意志によって如何ようにもなりうる可能性をもち、
また神の高みに近づくに相応しい存在として神に愛されているとされ、この点にこそ人間の尊厳
性が見い出されたのである。また、この神の愛との応答関係にあって、キリスト教的愛を実践す
ることが神の義に適う、あるべきキリスト者の姿として示され、よって子どもたちには、霊的人
間になるべく、神を知ることではなく神を愛するための言葉の教育がなされたのだった。他方で、
コレットは神を欲する傾向を有する人間観をもってしても、肉的世界へと下降する弱い存在であ
るという悲観的人間観をも持っていた。今だ不定で自己の定まるところの決定を委ねられている
中にあって、人間の尊厳を失うことのない教育が求められたのである。しかして神へと向かう意
志をくじき誘惑の道へと若者をいざなう異教的作品は聖パウロ学校の教育から排除され、且つ瞑
想を伴った克己を旨とする厳格な信仰生活が子どもたちにも推奨された。他のヒューマニストと
は異なってコレットのヒューマニズムには、宗教的志向性の強さと厳格なる禁欲的態度が認めら
れ、このような点からみてもコレットはまさに「キリスト教的ヒューマニスト」であったと言え
る。　
